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20260222  猪高の森自然観察会  2026 年 2 月報告書 

猪高の森自然観察だより 2026・2 月号 

開催日時：2026年 2月 22 日（日）   

テーマ：活動を始めた生き物たちは！ 

天候：曇り時々晴れ    気温：最低 6.3℃、最高 19.3℃  

（名古屋に 於いて） 

参加者：19 名（内 NACS-J 会員 3名） 

コース：森の集会所 → 塚ノ杁池堤体 → シダレザクラの里 → こもれび池 →  

ハンノキ湿地 → 井堀の棚田 → 井堀の大楠 → 森の集会所 

 ２月に入っても満足のいく降雨はなく、塚ノ杁池の水位は下がったままです。雨が少ないためか、

生き物たちの活動が遅れているように感じられます。植物にとっても、春の芽出しには水分が必要

です。シダレザクラの里の常緑の柑橘類の葉が、水分不足で丸まっているように、感じられます。 

 ２月末頃から定期的に降雨が来るようになりました。が、十分な量には時間がかかりそうです。 

（左上の画像はオニグルミの葉痕） 

〇テンダイウヤク（天台烏薬）って何者？ 

シダレザクラの里に１本のテンダイウヤクがあります。 

来歴には、２つの説があります。 

＜江戸時代説＞ 

 江戸時代の享保年間（1716～1736）に中国から薬用

として渡来。（定説としてよく記載されています。） 

＜徐福説＞ 

 約 2,200 年前、秦の始皇帝が、家臣の「徐福」に「不

老長寿の薬草の探索、持ち帰りを命令しました。3,000

人の部下を連れて出かけた徐福がたどり着いたのが、

一説によれば日本とのことです。そこで、見つけ出した

薬が「テンダイウヤク」だったとの言い伝え。 

 また、徐福が日本に持ち込んだとの言い伝えもあります。 

 日本各地に徐福についての言い伝えがあり、「徐福」自身についても「詐欺師だった」など多くの

話がありますので興味のある方はお調べになってみるとよろしいでしょう。 

 歴史的（？）な渡来が江戸時代で、徐福が命を受けたのが、2,200 年前だと計算が合いません。 

徐福伝説に、江戸時代に伝わったテンダイウヤクが無理矢理あとから結びつけられた、と考えるの

が妥当でしょうか。胃健薬として入ってきたテンダイウヤクがどのような流れで「不老長寿の薬」にな

ってしまったのでしょうね。江戸時代に持ってこられたのは確かでしょうが、それまでに日本のどこ

かに生えていないとも、限りませんし、はるか昔に伝わって植えられていたのかもしれません。また、

以前から自生していたとの話もあり、真相はまだまだ藪の中の樹です。 

（テンダイウヤク:中国原産、クスノキ科、雌雄異株、花は小さく淡黄色で春に咲き、果実は球状で

秋に黒紫色熟します。） 

多説ある中での真相は？ 
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〇楽しい葉痕と冬芽探し：ヒントをもとに木の名前を入れてみてください。（答えは最後の頁にて） 

 葉痕（ようこん）とは、枝や幹についている、かつて葉の付いていた痕の事です。葉に水分を通

す管や、葉から養分を送る管の跡（維管束痕：いかんそくこん）が面白く、ヒトや動物の顔や模様

に見えることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他にも、いろいろな木の葉痕と冬芽を観ることができます。

台詞を言いたそうな葉痕には是非しゃべらせてあげてください。

楽しい葉痕アルバムがきっとできるでしょう 

（注：葉痕を調べていく途中で、既知の葉痕を AI を使って調べたところ、

とんでもない在り得ない木の名前を出してきたこと多々ありました。不明の

種類は春まで待って、葉っぱが出、花が咲いてきて時に改めてお調べく

ださい。AI は要注意です。） 

 

 

① 有用なのにグリーンモンスター

の別名もある。 

②葉のある時期にはかぶれる人も ・・。 

③花も実も美しいのにこの

名前。 

 

④お煎餅おいしい！ ⑤実は塩の代わりに使われたとか。 

⑥この仲間では樹高最大！ ⑦  子孫繫栄」の縁起物の樹 

⑧  草子子」にも登場。古名は

 あふち」とも。 

⑨針を持つ樹の鬼？？ 
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〇イチョウの葉痕は 2つ穴！葉っぱの葉脈の分かれ方も特徴あり！ 

 前頁の葉痕は、少なくとも３つ以上の穴が開いていました。

が、イチョウの葉痕は 2つ穴です。（左の画像） 

  「文一総合出版 冬芽ハンドブック」によると、維管束痕

が２個は他の樹木では例を観ず、見分けの決め手となる、

とのことです。 

 植物が水中から地上に進化して、陸上植物となった初期

には、維管束はありませんでした。進化するに伴い維管束

の数が増えていったのですが、２個は初期の植物に見られ

る数とのことです。 

 樹木が生まれる前に繁栄していたシダ類の維管束の多く

が２個とのことですので、イチョウが古い時代の植物の姿を

残している部分のひとつと言えそうです。 

 次に葉っぱを観てみましょう。 

 

 イチョウの樹の根元に落ちて

いた葉に残っていた葉脈を観

てみましょう。よく見ると筋がす

べて二股ずつに分かれていま

す。 

 現在地上に生えている広葉

樹の葉は、網状葉脈と言われ網の目のように葉脈が走っています。しかしながら、イチョウの場合

は二股です。この葉脈は「二叉状脈（にさじょうみゃく）」と呼ばれ、古い時代の植物の姿を残して

いるとされています。２つ穴の維管束からすべて分かれて

いる事になります。 

 今生えているイチョウの仲間（現生イチョウと呼ぶ）は約１

億９千万年前の地層から発見されているそうです。広葉

樹の仲間はその約１億年後に出現しています。 

 イチョウは葉っぱは平たいけど、広葉樹が属している被

子植物の仲間ではなく、マツやスギなどの裸子植物の仲

間です。来月号では、そのことを詳しく紹介したいです。 

 

意外と知らない身近な樹 イチョウ」の 

いろいろ。 



 4 / 5 

 

〇ロゼット（※）をはじめ、幼植物のいろいろ。 

 この時期、寒さに耐えるために独特の姿をしている種類や、暖かくなり雨が降ればすぐ咲くことが

できるように準備をしている小さな草たちが見受けられます。 

 

※ロゼットとは、地面に放

射状に葉を広げた形を呼

び、冬にこの形を採る草

があります。寒風を避けな

がら、太陽光と地熱を受

け取る植物の知恵とされ

ています。 

 

この他にもいろいろ！幼植物から種類を確実に同定するのは、とっても難しいことを痛感しました。 

葉の先が尖っているようだからカスマグサ

かな？ 

葉の先が少しくぼんでいるように見える

からカラスノエンドウ？ 

右も左もスイバ。隣同士なのにどうしてこんなに色が違う？ これはヨモギ！ 

キランソウはこんな色！ ヤブジラミの仲間みたい タネツケバナの仲間 

赤い？？咲くまで待ちます 
毛がしっかり生えているから 

多分オランダミミナグサ 
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〇咲いていた花もありました。 

 

 

※2ページ目の答え 

 ① クズ ② ヤマハゼ ③ クサギ ④ トチノキ ⑤ ヌルデ ⑥ カラスザンショウ  

⑦ ユズリハ ⑧ センダン ⑨ ハリエンジュ （針槐） 

 

次回観察会は 3月 22 日（日）森の集会所集合 9：：30～です。 

（雷ナウキャストにて雷発生の危険のある場合は中止） 

名東自然俱楽部の HP では毎月の猪高の森の自然観察会の紹

介をしています。 

https://sizen.ciao.jp/index.html からご覧になってく

ださい。 

   （右上の自然観察グループをクリックしてください） 

 

タネツケバナの仲間 スミレの仲間 
ミドリハコベ？ 

ヒメオドリコソウ ビワ 

暖かさに釣られた 

ナナホシテントウ 

ヤママユガの繭（まゆ） 

新しいまゆは黄緑色でとても美

しい。成虫はすでに羽化した後

でした。 

https://sizen.ciao.jp/index.html

